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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

７
回

ー
１
 

春
季

春
季

春
季

春
季
連
休

連
休

連
休

連
休
中中 中中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
    

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差

行
仙
岳
北
面
段
差
とと とと
笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒
きき きき
道道 道道
(( (( 旧

逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
)) )) 修

復
修
復

修
復

修
復
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

４
月

２
９

日
( 土

・
祝
) ～

５
月

０
１

日
( 月

) 

  
 
４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日
( 土土 土土

・・ ・・
祝祝 祝祝
)  

 
快
晴

。
 

 
◇

参
加

者
；

川
島

 
功

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
名

。
 

 

川
島

は
、

行
仙

宿
登

山
口

に
７

時
半

に
到

着
。

荷
物

は
三

日
分

の
着

替
え

と
食

料
等

で
約

１
６

㎏
あ

り
Ｍ

機
を

使
用

し
た

。
 

 
終

点
に

荷
を

置
き

、
後

で
来

る
梶

野
氏

が
荷

上
げ

に
使

う
事

か
ら

Ｍ
機

駐
機

場
に

戻
し

、
空

身
で

終
点

に
上

り
、

荷
を

担
い

で
行

仙
宿

に
８

時
半

に
到

着
。
 

行
者

堂
で

安
全

祈
願

す
る

と
共

に
幟

を
立

て
た

後
、
管

理
棟
・
倉

庫
を

開

け
る

と
共

に
宿

内
を

点
検

す
る

。
 

し
ば

ら
く

休
憩

後
、

水
場

へ
下

り
る

。
岩

場
が

濡
れ

滲
み

出
る

程
度

で
、

溜
り

水
を

汲
む

状
態

で
あ

り
、
雨

が
降

ら
な

け
れ

ば
多

量
の

飲
み

水
は

確
保

が
出

来
な

い
状

況
に

な
る

と
思

わ
れ

る
。
 

先
般
(4
/2
1
) の

行
仙

岳
北

面
段

差
の

事
前

調
査

で
、

木
杭

が
約

１
０

本
必

要
で

あ
る

事
か

ら
、
木

杭
に

適
す

る
径

の
丸

太
や

割
木

が
無

く
、
木

杭
に

す

る
た

め
割

木
を

鉄
楔

で
２

分
し

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
先

付
け

し
て

作
製

す
る

。
 

一
斗

缶
に

大
ハ

ン
マ

ー
と

木
杭

８
本

を
入

れ
、
行

仙
岳

北
面

の
石

柱
道

標

下
の

修
復

す
る

段
差

地
点

に
運

び
、

１
１

時
過

ぎ
に

行
仙

宿
に

戻
る

。
 

昼
食

用
の

お
湯

を
沸

か
し

て
い

る
と

、
梶

野
氏

が
１

１
時

２
０

分
頃

に
行

仙
宿

に
到

着
。
 

丸
太

を
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
板

挽
き

製
材

す
る

為
に

、
ネ

ッ
ト

で
検

索
し

て
板

挽
き

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

金
具

を
作

製
し

持
参

。
昼

食
を

勧
め

た
が

、
ガ

イ

ド
金

具
を

使
っ

て
美

味
く

板
挽

き
出

来
る

か
試

す
必

要
が

あ
る

と
、
即

試
し

切
り

の
作

業
を

さ
れ

た
の

で
、

川
島

１
人

で
昼

食
。
 

昼
食

後
１

２
時

に
、
木

杭
と

桟
木

を
担

い
で

行
仙

岳
北

面
へ

。
チ

ェ
ン

ソ

ー
が

正
常

に
作

動
し

な
い

と
分

解
さ

れ
て

い
た

が
、
直

っ
た

様
で

チ
ェ

ン
ソ

ー
の

音
が

風
に

乗
っ

て
聞

こ
え

て
く

る
。
 

修
復

重
点

箇
所

は
、
石

柱
道

標
か

ら
下

の
急

斜
面

の
木

製
段

差
で

、
倒

れ

た
杭

を
起

し
、

腐
っ

た
木

杭
を

交
換

し
大

ハ
ン

マ
ー

で
打
ち
込

む
。
 

こ
の

斜
面

は
、
土
質

の
層

が
深

く
、
雨

や
雪
・
霜

柱
等

で
土

が
流

れ
た

り

木
杭

が
浮

き
上

が
る

状
態

に
な

り
、
毎

年
修

復
す

る
必

要
が
在

る
共

に
正

常

な
木

杭
も

全
て

大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

き
、
打
ち
込

み
直

す
作

業
が

必
要

に
な

る
。
 

 
 

 

 
修

復
前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修
復

後
 

 
 

 
 

 
修

復
前
 

 
 

 

修
復

後
 

 
 

 
 

 
修

復
前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修
復

後
 

 

石
柱

道
標

か
ら

行
仙

岳
頂

上
迄

の
横

桟
木
・
段

差
の

木
杭
も

、
全

て
大

ハ

ン
マ

ー
で
叩

い
て
打
ち
込

直
す

事
か

ら
、
1
人

作
業
だ

っ
た

の
で
疲

れ
た

。
 

行
仙

岳
山
頂

で
小

休
止

。
昨

年
採
取

し
た
コ
シ
ア
ブ
ラ

の
芽

が
、
未
だ
固

い
蕾

の
ま
ま

で
あ

り
、
恒
例

の
山
菜

の
天
麩
羅

は
振
舞

う
こ

と
が

出
来

な
い

。
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行
仙

岳
山
頂

で
小

休
止

後
、
頂

上
か

ら
下

る
と

行
者
姿

の
椎

木
・
今

野
両

氏
と
再
会

し
握
手

を
す

る
。
 

両
氏

は
、
新

宮
市
速
玉

大
社

か
ら
歩

い
て

、
山

上
ヶ

岳
・
大
峯

山
寺

開
扉

式
( ５

月
３

日
午

前
三

時
) 出
仕

す
る

為
に

、
順
峰

の
大
峯
奥
駈

行
を

な
さ

れ

て
い

る
方

で
我
々

の
会
友

で
も

あ
る

。
満

行
; さ

れ
ま

す
様

に
と
見
送

る
。
 

１
５

時
前

に
行

仙
宿

に
戻

る
と
同

時
に

、
寒
気

の
南

下
で
不

安
定

な
天
候

に
な

り
雨

が
降

る
と

の
予
報
通

り
、
急

に
雷
鳴

が
あ

り
雨

が
降

り
出

す
が

直

ぐ
に
止
ん
だ

が
、

１
６

時
半

頃
に
も

一
時
的

に
雨

が
降

る
。
 

 
 

 

行
者

装
束

の
会

友
 

 
 

丸
太

か
ら

板
挽

き
製

材
 

 
 

本
日

の
来

宿
者

と
 

 来
宿

者
は

、
楊
子

の
宿

か
ら

来
た

１
名

で
、
３

年
前

に
逢

っ
た

事
が

あ
る

愛
知
県

日
進
市

の
ト
ヨ
タ

の
エ

ン
ジ
ニ
ア

で
あ

る
と
言

わ
れ

、
す

っ
か

り
忘

れ
て

い
た

。
 

梶
野

氏
は

、
体

の
あ
ち

こ
ち

が
木
粉
ま

み
れ

な
の

で
「

き
な

り
湯
」
で
洗

い
流

し
、
夕

食
し

て
戻

る
と

一
旦

下
山

。
 

２
０

時
過

ぎ
に
３

人
が
集

い
、
談
笑

を
惜

し
み

２
１

時
頃

に
就
寝

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

登
山

口
7
:3
0
→
8
:3
0
行

仙
宿

9
:0
0
→

水
汲

み
→
9
:3
0
行

仙
宿
→

木
杭

作
製

→
1
0
:1
5
行

仙
宿

1
0
:2
0
→

行
仙

岳
北

面
→
1
1
:1
0
行

仙
( 宿

昼
)1
2
:0
0
→

北
面

段
差

修
復
→
1
4
:2
0
行

仙
岳

1
4
:2
5
→
1
4
:5
5
行

仙
宿

。
 

４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日
( 日日 日日

・・ ・・
祝祝 祝祝
)     

快
晴
午

後
１

５
時

過
ぎ

に
一

時
雨

。
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
梶

野
照

雄
、
山

上
皓

一
郎

、
生
熊
敏
男

、
橋

本
 
梓
、
 

 
 

 
 
沖
﨑
吉
信

、
児
嶋

道
夫

、
大
江

加
予
子

、
畑
林
清
子

、
奥
村
順
夫

。
 

上
村
洋
司

・
和

美
( 前
鬼

～
) 、
河

野
芳
宏
( 奥
駈
中
) 。

１
３

名
。

 
 

 
 

 
 

 

毛
布
３
枚

で
も
寒

く
寝

に
く

か
っ

た
、
室
温

度
は

９
℃

。
 

来
宿

者
に

行
者

堂
内

の
安

置
仏
像

と
掲
額

を
説
明

し
５

時
半

頃
に
見
送

る
。
 

発
電

機
を

作
動

さ
せ

、
パ

ッ
ク
御
飯

を
チ

ン
し

て
、
温
泉
卵

・
味
噌
汁

・

鯵
の

味
醂
干

し
で
朝

食
。
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

の
板

挽
き

は
、

梶
野

氏
に

一
任

し
て

、
川

島
は
笠
捨

山
捲

き
道
( 旧
逓
信

道
) の

修
復

へ
。

大
ハ

ン
マ

ー
と
電
源

開
発
㈱

か
ら
寄
贈
頂

い

た
「

く
い

丸
（

１
ｍ
）
」

５
本

を
持

っ
て

７
時

２
０

分
行

仙
宿

を
発
つ

。
 

分
岐

か
ら
横

桟
木

と
木

杭
を

大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

き
直

し
な

が
ら
辿

る
。
 

斜
面

に
倒

れ
こ
ん
だ
横

桟
木

の
木

杭
を
抜

い
て

、
略
元
通

り
の
位

置
に

木

杭
を
打
ち

直
し

、
腐

っ
た

木
杭

は
「

く
い

丸
」

に
替

え
る

。
 

横
桟

木
が

４
ヵ

所
で

倒
れ

、
内

１
箇

所
の

桟
木

が
斜

面
下

に
落
ち

て
い

る

箇
所

は
１

人
で

は
作

業
出

来
な

い
の

で
、

こ
の

地
点

か
ら

戻
り

１
０

時
過

ぎ

に
行

仙
宿

着
。

上
村
夫
妻

が
前
鬼

か
ら
踏

査
( 昨
夜
; 持
経

宿
泊
) し

て
９

時
過

ぎ
に

着
き

、
薪

割
を
手
伝

い
、
車

の
迎

え
が

あ
り

１
１

時
過

ぎ
に

下
山

。
 

 
 

 

桟
木

が
浮

い
た

修
復

前
 

 
 

修
復

前
 

 
 

 
 

 
 

 
修

復
後
 

１
０

時
１

０
分

頃
に
橋

本
・
児
嶋

・
大
江

・
畑
林

さ
ん

が
、

Ｍ
機

を
戻

し
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た
沖
﨑

が
少

し
遅

れ
て

行
仙

宿
に

到
着

。
 

早
速

、
児
嶋

、
橋

本
氏

は
、

梶
野

氏
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
に
よ

る
板

挽
き

を
手

伝
わ

れ
る

。
 

大
江
・
畑
林

さ
ん

は
、「

修
復
・
役

行
者
尊
像
」
開
眼
供
養

の
直
会

食
事

は
、

外
注
せ
ず

に
自

分
達

で
賄

っ
て

下
さ

る
と

の
有
難

い
申

し
出

が
あ

り
、
赤
飯

を
炊

く
大
釜

ガ
ス
炊
飯
器

の
点

検
及

び
湯
呑

、
茶
碗

等
の

食
器

の
点

検
と

宿

内
及

び
管

理
棟

内
の

調
査
整

理
を

し
て

下
さ

る
。
 

飛
び

入
り

の
奥
村

氏
が

、
ト

イ
レ

ッ
ト
紙
補
給

と
鯉

幟
を
揚

げ
に

来
た

ら
、

宿
泊
組

の
山

上
・
生
熊

氏
の

食
料

を
持

た
さ

れ
て

、
重

た
か

っ
た

と
１

１
時

半
頃

に
行

仙
宿

に
上

っ
て

来
る

。
お
陰

で
サ
ポ

ー
ト

に
下

り
ず

に
済
ん
だ

。
 

程
な

く
、

山
上

・
生
熊

氏
が

到
着

し
、

１
０

名
が
揃

っ
て

昼
食

。
 

 
 

 

板
挽

き
手

伝
い

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

名
揃

っ
て

昼
食

・
談

笑
中
 

 

沖
﨑

・
児
嶋

・
橋

本
・

川
島

は
、
旧
逓
信

道
修

復
へ

、
大

ハ
ン

マ
ー

、
桟

木
引
揚

げ
の
ザ

イ
ル

・
鋸

・
ト

ン
ガ

・
く

い
丸

１
０

本
を

持
っ

て
１

２
時

４

０
頃

に
行

仙
宿

を
発
つ

。
 

最
初

に
、

桟
木

の
落
ち

て
い

る
箇

所
の

修
復

で
、
児
嶋

・
川

島
は
ザ

イ
ル

で
引
揚

げ
る
間

に
、
沖
﨑

・
橋

本
氏

は
傍

に
在

っ
た
間
伐
杉

材
を

桟
木

に
使

う
た

め
枝

を
切

り
落

す
。
「

く
い

丸
」

を
使

っ
て

修
復

す
る

。
 

桟
木

の
木

杭
を
叩

き
直

し
な

が
ら

２
３

鉄
塔

の
分
岐

を
過

ぎ
、
支
谷

を
横

切
る

ガ
ラ

場
に
据

え
る

桟
木

調
達

に
付
近

か
捜

す
が
見
つ

か
ら
ず

、
沖
﨑

氏

が
立
ち
枯

れ
杉

材
を
見
つ

け
、
伐
採

し
て

桟
木

に
使

う
事

に
す

る
。
 

こ
の

地
点

に
大

ハ
ン

マ
ー

２
丁

と
ト

ン
ガ

１
丁

を
置

き
、

作
業

を
終

え
１

４
時

半
頃

に
行

仙
宿

に
戻

る
。
  

 

 
桟

木
が

落
ち

た
箇

所
・

修
復

前
 

 
 

 
修

復
後
 

 
 

 

支
谷

の
修

復
前

 
 

 
 

杉
桟

木
し

た
修

復
後

 
 

豪
勢

な
す

き
焼

き
夕

食
 

 し
ば

ら
く

休
憩

後
、

日
帰

り
組
( 沖
﨑

・
児
嶋

・
大
江

・
畑
林

・
奥
村
) と

梶
野

氏
が

下
山

す
る
際

に
、

水
場

は
溜
ま

り
水

状
態

な
の

で
、

登
山

口
の

水

場
か

ら
水

を
汲

み
Ｍ

機
で

上
げ

、
終

点
か

ら
荷

上
げ

す
る

事
に

す
る

。
 

橋
本

氏
が

水
を

汲
ん

で
Ｍ

機
終

点
へ

。
生
熊
・
来

宿
者
( 各

７
㍑
) 、

川
島
(1
0

㍑
) 、
橋

本
氏
(1
4
㍑
) が

、
担

ぎ
計
３

８
㍑
補
給

し
た

。
 

３
日
予

約
が

一
日
早

く
な

っ
た

と
言

う
金
沢
市

の
女
性

を
含

め
９

人
が

来

宿
し

た
、
予

約
者

は
上

段
へ

。
金
沢
市

の
女
性

は
、
玉

置
神
社
売
店

に
宿
泊

す
る
手
配

し
た
青

木
・
沖
﨑

氏
に

、
一

日
早

く
な

っ
た

の
で
再

度
手
配

を
お
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願
い

し
た

い
と

、
先
刻

下
山

し
た
沖
﨑

の
帰
宅

を
待

っ
て
電
話
連
絡

さ
れ

た
。
 

単
独
女
性

の
２

名
は

、
ツ

ェ
ル

ト
持

参
で

適
当

な
所

で
寝

る
と

１
５

時
前

で
も
通

過
す

る
な
ど

、
男
性

登
山

者
も
通

過
が

多
い

。
天
候

が
良

す
ぎ

る
と

出
来

る
だ

け
先

へ
と
進

み
、

適
当

な
場

所
で
テ

ン
ト
泊

す
る

事
に

な
る

。
天

候
が
悪

い
と
小
屋

に
泊
ま
ろ

う
か

に
な

る
の
だ

が
・

・
・

。
 

夕
食

は
、
牛
肉

た
っ

ぷ
り

の
豪
勢

な
す

き
焼

き
で

、
来

宿
者

と
食

事
す

る

こ
と

が
叶

わ
ず

管
理

棟
で
夕

食
に

す
る

。
川

島
が

、
時
折

来
宿

者
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

点
灯

・
毛
布

等
の

使
用
方
法

や
小
屋

に
関

す
る
話

等
し

に
行

き
来

す
る

。
 

１
８

時
頃

に
昨
夜

金
剛

多
和

で
テ

ン
ト
泊

、
吉

野
迄
奥
駈

す
る

と
言

う
河

野
氏

が
管

理
棟

に
挨
拶

に
来

る
。

一
緒

に
夕

食
を

共
に

す
る

。
管

理
棟

で
５

名
は
狭

い
の

で
、
河

野
氏

に
行

仙
宿

に
移

っ
て
寝

て
も

ら
う

。
２

１
時

前
に

は
、
早

立
ち

の
人

が
多

い
の

で
既

に
消
灯

さ
れ

て
い

た
。
 

 ５５ ５５
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日
( 月月 月月

)     
快

晴
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

山
上
皓

一
郎

、
生
熊
敏
男

、
橋

本
 
梓

、
 

山
口
泰
宏

、
青

木
宏
充

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６

名
。
 

 

来
宿

者
に
夜
明

け
の
コ

ー
ヒ

ー
を

飲
ん

で
貰

お
う

と
４

時
半

前
に

起
き

る
。
 

大
半

が
起

き
て

食
事

を
さ

れ
て

お
り

５
時

半
に

は
皆

出
発

し
た

。
 

朝
食

は
、
夕

食
残

り
の

す
き
焼

き
丼

と
味
噌
汁
・
焼

き
魚

で
あ

る
が

、
昨
夜

思
わ
ぬ
会
友

が
増

え
た

の
で

具
は
少

な
く
汁
丼

に
な

る
。
 

 
山

上
さ
ん

は
朝

食
の

後
片

付
け

、
生
熊

さ
ん

は
出
仕
聖
護
院

の
丸

太
椅
子

６
個

作
り

を
し

て
頂

く
。
橋

本
・

川
島

は
、
旧
逓
信

道
の

修
復

に
出
発

。
 

 
２

４
鉄
塔

の
斜

面
の
崩

れ
が
激

し
く

、
此
処

は
木

杭
が

下
の

岩
盤

に
支

え

て
効

き
が
悪

く
崩

れ
や

す
い

所
で

あ
る

が
修

復
す

る
。
 

 
鉄
塔
ベ

ン
チ

で
休

憩
後

、
更

に
１

０
分

程
進

み
、

木
の
根
元

に
ハ

ン
マ

ー

を
置

き
９

時
２

０
分

頃
に
引

き
返

し
１

０
時

１
０

分
過

ぎ
に

行
仙

宿
に

戻
る

。
 

 
し

ば
ら

く
休

憩
後

、
１

１
時

頃
か

ら
昼

食
に

な
る

。
昼

食
は
レ

ト
ル

ト
カ

レ
ー

で
あ

る
が

、
川

島
は
残

っ
て

い
る

味
パ

ン
に

す
る

。
 

 
 

 

桟
木

を
叩

き
直

す
 

 
 

 
2
4
鉄

塔
付

近
の

修
復

前
 

 
2
4
鉄

塔
横

の
修

復
後
 

橋
本

・
川

島
は

１
２

時
１

５
頃
よ

り
登

山
口

の
水

を
汲

み
に

下
る

と
、

第

二
ベ

ン
チ

下
辺

り
で

、
１

１
時

半
に

登
山

口
に

着
き

食
事

を
し

て
登

っ
て

来

ら
れ

た
、

交
代

者
の

本
日

宿
泊

の
山

口
さ
ん

と
出
会

う
。
 

 
 

 
 

 
 

穴
の

開
い

た
桟

木
に

副
え

る
木

切
る

 
 

 
本

日
の

作
業

者
 

 

二
人

で
計

２
８
㍑

を
補
給

す
る

。
８

２
才

の
橋

本
さ
ん

は
、
同
じ

荷
を
背

負
い

、
む

し
ろ
追

わ
れ

る
位

に
担

ぎ
上

げ
ら

れ
、
そ

の
体
力

に
恐

れ
入

る
。
 

本
日

作
業

者
の
記
念
撮
影

を
済
ま
せ

、「
後

は
宜

し
く
頼

み
」
１

４
時

過
ぎ

に
橋

本
・

川
島

が
下

山
す

る
と

、
ガ
ラ

場
下
辺

り
で
予
定
外

の
青

木
さ
ん

と

す
れ
違

う
。「

金
沢
市

の
女
性

着
い

て
い

る
か
」
と

聞
か

れ
、
一

日
速

い
昨

日

宿
泊

さ
れ

た
と
伝

え
別

れ
、

１
６

時
過

ぎ
に
帰

新
し

た
。

 
( 記

 
川

島
) 


